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 要  旨 
巨大地震に伴う津波の代表的な初期波形は、波長が数百 km, 波高が数m 程度であり、波源で
の水深は数千 m である。水深と波長の比は小さく、津波は線形長波理論で近似される挙動を示
す。非線形性が弱いことから、線形長波理論が十分な精度で成立する。その波速は水深のみで決
定され、水圧分布は重力加速度のみで決まる。 
本研究では、ほぼ無限領域と考えられる海の波の伝播に対し、海岸近くの有限領域に計算領域
を制限して数値計算を行うために、沖合いに人工的な reservoir を設置し、そこから次々と海水
が供給されるという境界条件を設定することで、一定の波高と一定の速度で押し寄せてくる津波
をモデル化することを提案する。流体を記述する数理モデルとしては Navier-Stokes 方程式を用
い、その数値解析法としては既存の計算手法に基づき、さまざまに境界条件を変化させて二次元
数値シミュレーションを行った。その結果を用い、海岸付近での海底における境界条件や津波先
端の自由境界での条件も考慮して津波遡上の挙動を考察することが研究の最終目的である。 
実際は reservoir の水深と奥行きを変化させて数値シミュレーションを行い、結果を考察した
ところ、一定の波高と一定の流速で reservoir から押し寄せてくる波が確認できなかった。しか
し流体の x 方向の流速について深さ方向のプロファイルが一定の形状になることが観察された。
流速の波高に対する変化の仕方は reservoir から十分に離れたところで時間が経つにつれて最大
流速と波高で決まる二次関数に近づくようになることが分かった。今後この流速プロファイルは、
押し寄せてくる津波の流入境界条件として用られると期待できる。 
本研究では数値計算手法として、Maronnier らが考案した 2 次元自由表面を扱うアルゴリズ
ムで数値シミュレーションを行った。本数値計算手法は VOF 法と同様の考え方に基づいている。
自由表面の位置については流体の体積分率を用いて計算する。しかし、VOF 法とは異なるアル
ゴリズムで数値シミュレーションが行われる。移流と拡散の現象を分離するため分離解法アルゴ
リズムが用いられる。移流現象では固定の長方形セルの構造格子及び特性曲線法が用いられる。
一方、拡散現象では固定の非構造メッシュでの有限要素法が用いられる。 
 
